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令和４年 第１２回 栗原市農業委員会総会議事録 

 

 令和 ４年１２月２６日 午後１時３０分、下記の件の議定のため、令和４年 第１２回 

栗原市農業委員会総会を、栗原市役所金成庁舎に招集した。  

 

日程第 １ 議事録署名委員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 事務報告 

日程第 ４ 報告第 １号 農地の現状変更届出について 

日程第 ５ 報告第 ２号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

日程第 ６ 報告第 ３号 使用貸借権の解約通知について 

日程第 ７ 報告第 ４号 令和５年栗原市農作業標準賃金について 

日程第 ８ 議案第 １号 農地法第３条の規定による許可申請について 

日程第 ９ 議案第 ２号 農地法第５条の規定による許可申請について 

日程第１０ 議案第 ３号 農用地利用集積計画について 

日程第１１ 議案第 ４号 非農地証明願について 

日程第１２ 議案第 ５号 農地利用状況調査に伴う非農地の判断について 

日程第１３ 議案第 ６号 農業振興地域整備計画の変更について 

 

 

１ 出席委員 （２１名） 

    １番 佐々木  栄 夫 委員、  ２番 佐 藤    勝 委員、 

    ３番 熊 谷  ゆ り 委員、  ４番 佐々木    弘 委員、 

５番 遊 佐  一 成 委員、  ６番 菅 原  勝 宏 委員、 

８番 米 山  嘉 彦 委員、 １０番 曽 根  金 雄 委員、 

１１番 三 浦  正 勝 委員、 １２番 鈴 木  和 子 委員、 

   １３番 芳 賀  博 秋 委員、 １４番 尾 形  陽一郎 委員、 

   １５番 髙 橋    寛 委員、 １６番 狩 野  善 典 委員、 

 １７番 佐々木  耕太郎 委員、 １８番 髙 橋  榮 一 委員、 

 １９番 岩 渕    弘 委員、 ２０番 三 浦    栄 委員、 

 ２１番 大 沢  純 香 委員、 

 ２３番 大 場  裕 之 会長職務代理者、 

   ２４番 吉 田  優 俊 会長 

 

２ 欠席委員 （２名） 

 ７番 岩 淵  敬 一 委員、  ９番 阿 部  一 信 委員、 
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３ 議事に参与した者 

   事務局長        小野寺  世 洋 

   事務局長補佐      小 山  雅 規 

   農地農政係 主 幹   高 橋    潤 

   農地農政係 主 幹   大 場    香 

   農地農政係 主 事   菅 原  佑 太 

 

 

    （ 午後１時３０分 開会） 

 

議長（吉田優俊 会長） 

 ご起立願います。 

 ご苦労様です。ご着席願います。 

今年も残すところ５日となり、年末に向け慌ただしくなってきております。先週は寒波が

立て続けに襲来し市内でも一面雪が降り冬本番となりました。秋田、山形、新潟など日本海

側では大雪で多数の車が動けなくなり大渋滞となって、自衛隊が出動し大変な状況になって

おります。 

また、冬は電気を使う時期でもありますが、最近はますます電気料金も非常に高くなり各

ご家庭にはかなりの負担となっております。寒い時期になりますが、皆様におかれましては

暖かくしながら引き続き健康にご留意され、新しい年に揃って再会できるよう、お過ごしい

ただければと存じます。 

  

 それでは、只今から、令和４年 第１２回 栗原市農業委員会総会を開会いたします。 

 ただいまの出席委員は、２１名であります。定足数に達しておりますので、直ちに会議

を開きます。 

 

 欠席の通告があります。 

 ７番 岩淵 敬一 委員、９番 阿部 一信 委員、から所用のため欠席する旨の通告が 

ございます。 

 また、議席番号４番 佐々木 弘 委員から、所用のため早退する旨の通告がござい 

ます。 

 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 議案説明等のため、関係職員を出席させております。 

 なお、新型コロナウイルス感染症予防対策のため、会議場の換気をしております。 

 また、皆様にはマスク着用をお願いいたします。 
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議長 

 日程第１、議事録署名委員の指名を行います。 

 議事録署名委員は、農業委員会会議規則第２７条第２項の規定により、議席１５番 

髙橋  寛 委員、議席番号１６番 狩野 善典 委員 の両名を指名いたします。 

 

議長 

 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本総会の会期は、本日１日間としたいと思いますが、これに、ご異議ございませんか。 

 

  ―「異議なし」の声 ― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本総会の会期は、本日１日間と決定いたしました。 

 

議長 

 日程第３、事務報告を行います。事務局から報告いたします。 

 

小野寺事務局長 

 議案資料に基づき、令和４年１１月２９日から令和４年１２月２８日までに実施の事務

事業等の報告並びに、令和５年１月４日から令和５年１月２７日までに予定している事務

事業等について説明。 

 

議長 

 これで、日程第３、事務報告を終わります。 

 

議長 

 日程第４、報告第 1号 農地の現状変更届出について、を報告いたします。 

 はじめに、第１区の番号１番の１案件、について事務局から報告いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、一迫地区の 田 ４筆 ７２１㎡、耕作条件改善のため現状の田

に最大で１ｍ程度盛土するもので、工事期間は令和４年１１月１８日着工、令和５年３月

１０日完了予定。現状変更後は現在と同じく田として水稲を作付け予定である。 

 以上、１案件を説明報告。 
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議長 

 次に、去る１２月１９日、議席番号１１番 三浦 正勝 委員、農地利用最適化推進委員の 

氏家 優一 推進委員、及び 及川 正一 推進委員が現地確認調査を行っておりますので、 

その結果の報告をお願いいたします。 

 それでは、議席番号１１番 三浦 正勝 委員 から報告願います。 

 

三浦 正勝 委員 

 議席番号１１番の三浦です。事務局説明の１案件について、去る１２月１９日に４名に

て、書類審査及び現地確認を行いました。 

 番号１番は事務局説明のとおりですが、川側の低い農地と作道に盛土し耕作条件を改善

するもので、周辺農地への影響もないことから特に問題はないと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 続いて、第２区の番号２番の１案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号２番は、若柳地区の 畑 １筆 １９２㎡のうち１３㎡、農業用倉庫の設

置を行うもので、工事期間は令和４年１１月１８日着工、令和５年３月３１日完了予定。 

 以上、１案件を説明報告。 

 

議長 

 次に、去る１２月２０日、議席番号２番 佐藤 勝 委員、農地利用最適化推進委員の

佐々木 剛 推進委員、及び 鈴木 伸 推進委員が現地確認調査を行っておりますので、 

その結果の報告をお願いいたします。 

 それでは、議席番号２番 佐藤 勝 委員 から報告願います。 

 

佐藤 勝 委員 

 ２番の佐藤です。事務局説明の１案件について、去る１２月２０日に４名にて、書類審

査及び現地確認を行いました。 

 番号２番は事務局説明のとおりですが、古い倉庫を壊して新しく建て替えするための現

状変更であります。周辺農地及び住宅には影響はなく、特に問題はないと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

  これで、日程第４、報告第１号 農地の現状変更届出について、報告を終わります。 
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議長 

 日程第５、報告第２号 農地法第１８条第６項の規定による通知について、を報告いた

します。 

 第１区の番号１番から番号１６番までの１６案件、第２区の番号１７番から番号３８番

までの２２案件、第３区の番号３９番から番号４１番までの３案件、合わせて４１案件に

ついて、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、築館地区の 畑 １筆 ４４２㎡、農地法第３条による賃貸借権

解約の１案件、 

 番号２番は、高清水地区の 田 １筆 １，１９４㎡、農業経営基盤強化促進法（以下

「基盤法」）による賃貸借権解約の１案件、 

番号３番は、一迫地区の 田 ２筆 ２，１２０㎡、 

番号４番は、一迫地区の 田 ２筆 ４，８２１㎡、 

番号５番は、一迫地区の 田 ４筆 ６，９７３㎡、 

番号６番は、一迫地区の 田 ６筆 １５，６３５㎡、 

番号７番は、一迫地区の 田 ４筆 １１，１７７㎡、 

番号８番は、一迫地区の 田 ２筆 ８，４２５㎡、 

番号９番は、一迫地区の 田 ５筆 ５，９８６㎡、 

番号１０番は、一迫地区の 田 ７筆 ５，４９７㎡、 

番号１１番は、一迫地区の 田 ３筆 １３，０５７㎡、 

番号１２番は、一迫地区の 田 １筆 ３９５㎡、 

番号１３番は、一迫地区の 田 １筆 １，６１０㎡、 

番号１４番は、一迫地区の 田 １筆 ２，２６９㎡、いずれも、農地法第３条による

賃貸借権解約の１２案件、 

番号１５番は、一迫地区の 田 １３筆 １８，４０１㎡、基盤法による賃貸借権解約

の１案件、 

番号１６番は、瀬峰地区の 田 ７筆 ２４，８３１㎡、農地法第３条による賃貸借権

解約の１案件、 

第２区の番号１７番は、若柳区の 田 ３筆 １，７２３㎡、 

番号１８番は、若柳地区の 田 ８筆 ４，５４４㎡、 

番号１９番は、若柳地区の 田 ２筆 １６４㎡、 

 番号２０番は、若柳地区の 田 １５筆 １０，２５５㎡、 

 番号２１番は、若柳地区の 田 １筆 ４９８㎡、いずれも、農地法第３条による賃貸

借権解約の５案件、 

 番号２２番は、若柳地区の 田 ４筆 ２，５１３㎡、 

 番号２３番は、若柳地区の 田 １０筆 ６，６０８㎡、 

 番号２４番は、若柳地区の 田 １筆 ５０６㎡、 
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 番号２５番は、若柳地区の 田 １８筆 １０，７７１㎡、 

 番号２６番は、若柳地区の 田 １筆 １，０２０㎡、 

 番号２７番は、若柳地区の 田 ２筆 ２，０４５㎡、 

 番号２８番は、若柳地区の 田 １筆 ２，００３㎡、 

 番号２９番は、若柳地区の 田 １筆 １，０４５㎡、 

 番号３０番は、若柳地区および志波姫地区の 田 ４筆 ５，１６９㎡、畑 ２筆 

１，１４３㎡、計 ６，３１２㎡、いずれも、基盤法による賃貸借権解約の９案件、 

 番号３１番は、金成地区の 田 ３筆 ５，６２３㎡、 

番号３２番は、金成地区の 田 ８筆 １０，６３４㎡、いずれも、農地法第３条によ

る賃貸借権解約の２案件、 

 番号３３番は、金成地区の 田 １２筆 ５，８０４㎡、 

 番号３４番は、金成地区および栗駒地区の 田 １４筆 １３，３４２㎡、いずれも、

基盤法による賃貸借権解約の２案件、 

 番号３５番は、金成地区の 田 ２４筆 ３１，０６９㎡、農地中間管理事業の推進に

関する法律による賃貸借権解約の１案件、 

 番号３６番は、志波姫地区の 畑 １筆 ５７３㎡、農地法第３条による賃貸借権解約

の１案件、 

 番号３７番は、志波姫地区の 田 ２筆 ５，８９８㎡、 

 番号３８番は、志波姫地区の 田 ２筆 ２，０５０㎡、いずれも、基盤法による賃貸

借権解約の２案件、 

第３区の番号３９番は、栗駒地区の 田 １１筆 ８，１２９㎡、農地法第３条による

賃貸借権解約の１案件、 

 番号４０番は、栗駒地区の 田 ７筆 １１，４９２㎡、基盤法による賃貸借権解約の

１案件、 

 番号４１番は、花山地区の 田 ２筆 ４，３３２㎡、農地法第３条による賃貸借権解

約の１案件、 

 以上、４１案件を説明報告。 

 

議長 

 これで、日程第５、報告第２号、農地法第１８条第６項の規定による通知について、 

報告を終わります。 

 

議長 

 日程第６、報告第３号、使用貸借権の解約通知について、を報告いたします。 

 はじめに、第１区の番号１番から番号２番の２案件について、事務局から報告いたしま

す。 
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事務局 

 第１区の番号１番は、一迫地区の 田 １筆 ６８６㎡、 

 番号２番は、瀬峰地区の 田 ５筆 ２，９５５㎡、いずれも、農地法３条による使用

貸借権解約の２案件、 

以上、２案件を説明報告。 

 

議長 

 続いて、第２区の番号３番から番号６番の４案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号３番は、若柳地区の 田 ２０筆 １５，８８９㎡、畑 ４筆 １，３８８

㎡、計 １７，２７７㎡、農地法３条による使用貸借権解約の１案件、 

 番号４番は、金成地区の 田 １２筆 ２８，９２６㎡、農地中間管理事業の推進に関

する法律による使用貸借権解約の１案件、 

 番号５番は、志波姫地区の 田 ６筆 １１，０８４㎡、 

 番号６番は、志波姫地区の 田 ６筆 １６，０７７㎡、いずれも、農地法３条による

使用貸借権解約の２案件、 

 以上、４案件を説明報告。 

 

議長 

 これで、日程第６、報告第３号 使用貸借権の解約通知について、報告を終わります。 

 

議長 

日程第７、報告第４号 令和５年栗原市農作業標準賃金について、を報告いたします。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 今回報告する令和５年栗原市農作業標準賃金表は、さきの委員、推進委員連携会議で説

明したとおりですが、この表は目安となる標準的な額を定めたもので、実際の作業料金を

決める場合は、受委託者双方で話し合いの上決めていただくこととなります。 

 

議長 

 これで、日程第７、報告第４号 令和５年栗原市農作業標準賃金について、報告を終わ

ります。 

 

議長 

日程第８、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について、を議題といたし

ます。 
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 はじめに、第１区の番号１番から番号１１番の１１案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、築館地区の 田 ２筆 ２，２６９㎡、 

 番号２番は、築館地区の 田 ３筆 ５，７６８㎡、 

 番号３番は、築館地区の 田 ２筆 １，５３３㎡、 

 番号４番は、築館地区の 畑 １筆 １，４９６㎡、いずれも、所有権移転売買の４ 

案件、 

 番号５番は、築館地区の 田 ２筆 ３，００２㎡、所有権移転贈与の１案件、 

 番号６番は、築館地区の 田 １筆 １，３５１㎡、 

 番号７番は、築館地区の 田 ２筆 １，１３３㎡、いずれも、所有権移転交換の２ 

案件、 

 番号８番は、築館地区の 田 １８筆 ２３，１４２㎡、畑 ２筆 １，５０４㎡、 

計２４，６４６㎡、使用賃貸借権設定の１案件、 

 番号９番は、瀬峰地区の 田 ５筆 ２，９５５㎡、 

 番号１０番は、瀬峰地区の 田 ７筆 ６，０７２㎡、いずれも、所有権移転売買の 

２案件、 

 番号１１番は、瀬峰地区の 田 １筆 ３，７５９㎡、所有権移転贈与の１案件、 

 以上、１１案件を説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、議席番号１１番 三浦 正勝 委員 から報告願います。 

 

三浦 正勝 委員 

 １１番の三浦です。去る１２月１９日に４名にて、書類審査を行いました。 

 番号１番から番号１１番は事務局説明のとおり、労力不足や経営合理化、規模拡大のた

めの売買、贈与、交換、使用貸借権設定で、いずれも特に問題はないと判断しました。 

以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声 ― 
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議長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第２区の番号１２番から番号２５番までの１４案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号１２番は、若柳地区の 田 １筆 ４３３㎡、所有権移転売買の１案件、 

番号１３番は、若柳地区の 田 ２０筆 １６，５９７㎡、畑 ６筆 ２，２１１㎡、 

計 １８，８０８㎡、 

番号１４番は、若柳地区の 田 １筆 ６８０㎡、 

番号１５番は、若柳地区および志波姫地区の 田 ４筆 ５，１６９㎡、畑 ２筆 

１，１４３㎡、計 ６，３１２㎡、 

 番号１６番は、若柳地区および瀬峰地区の 田 １６筆 ２８，９０１㎡、畑 １筆 

４６７㎡、計 ２９，３６８㎡、いずれも、所有権移転贈与の４案件、 

番号１７番は、若柳地区の 田 １筆 ４６３㎡、 

番号１８番は、若柳地区の 田 ２筆 ４，６８６㎡、いずれも、賃貸借権設定の２ 

案件、 

番号１９番は、若柳地区ならびに志波姫地区の 田 ６４筆 ７３，８６７㎡、畑 

６筆 １，６２８㎡、計 ７５，４９５㎡、使用貸借権設定の１案件、 

番号２０番は、金成地区の 田 ７筆 ５，３１５㎡、畑 １筆 ３２６㎡、計 

５，６４１㎡、 

番号２１番は、金成地区の 田 １筆 １，１６３㎡、 

番号２２番は、金成地区の 田 １筆 １，８５０㎡、いずれも、賃貸借権設定の３ 

案件、 

番号２３番は、志波姫地区の 畑 １筆 １，４７９㎡、所有権移転売買の１案件、 

番号２４番は、志波姫地区の 田 ２筆 ５，８９８㎡、所有権移転贈与の１案件、 

番号２５番は、志波姫地区の 田 ６筆 １６，０７７㎡、賃貸借権設定の１案件、 

 以上、１４案件を説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、議席番号２番 佐藤 勝 委員から報告願います。 

 

佐藤 勝 委員 

 ２番の佐藤です。１２月２０日に４名にて、書類審査及び現地確認を行いました。 

 詳細は事務局説明のとおりでありますが、相手方の要望による所有権売買や賃貸借権設

定、親子間の経営移譲による贈与であり、特に問題ないと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 
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議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

質疑ございませんか。 

 

 ―「質疑なし」の声 ― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第３区の番号２６番から番号４２番までの１７案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第３区の番号２６番は、栗駒地区の 田 １筆 ２，０４１㎡、所有権移転売買の 

１案件、 

 番号２７番は、栗駒地区の 田 １２筆 １１，６４３㎡、所有権移転贈与の１案件、 

 番号２８番は、栗駒地区の 田 ３筆 ２，０７１㎡、 

 番号２９番は、栗駒地区の 田 １１筆 １５，１０７㎡、 

 番号３０番は、栗駒地区の 田 １筆 ２，２４７㎡、 

 番号３１番は、栗駒地区の 田 ６筆 １５，４４２㎡、いずれも、賃貸借権設定の 

４案件、 

 番号３２番は、栗駒地区の 田 １筆 １，０２５㎡、使用貸借権設定の１案件、 

番号３３番は、鶯沢地区の 畑 １筆 １２０㎡、所有権移転売買の１案件、 

 番号３４番は、鶯沢地区の 田 ９筆 １６，２６０㎡、 

 番号３５番は、鶯沢地区の 田 １筆 １，５１８㎡、 

 番号３６番は、鶯沢地区の 田 ６筆 １１，５８６㎡、 

 番号３７番は、鶯沢地区の 田 ２筆 １，８１２㎡、 

 番号３８番は、鶯沢地区の 田 ８筆 ６，８６９㎡、 

 番号３９番は、鶯沢地区の 田 ６筆 ９，４６５㎡、 

 番号４０番は、鶯沢地区の 田 １筆 ２，７３４㎡、いずれも、賃貸借権設定の 

７案件、 

 番号４１番は、鶯沢地区の 田 ３筆 ２，３１９㎡、使用貸借権設定の１案件、 

 番号４２番は、花山地区の 田 ５筆 ６，５３６㎡、所有権移転売買の１案件、 

 以上、１７案件を説明。 

 

議長 

 次に、去る１２月２０日、議席番号２４番 私こと 吉田 優俊、農地利用最適化推進 

委員の 安藤 康太 推進委員及び 髙橋 茂 推進委員が現地確認調査を行っております 
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ので、その結果の報告をお願いいたします。 

 それでは、安藤 康太 推進委員から報告願います。 

 

安藤 康太 推進委員 

 推進委員の安藤と申します。去る１２月２０日に吉田会長、髙橋推進委員、事務局担当

者、私の４名で書類審査を行いました。 

 さきに説明のありましたとおり、番号２６番と２７番は経営規模拡大および経営継承に

よる所有権移転売買と所有権移転贈与、番号２８番から４１番は相手方の要望による労力

不足による賃貸借権設定、番号４２番は耕作不便のための所有権移転売買となっており、 

いずれも許可にあたりましては特に問題ないと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

質疑ございませんか。 

 

 ―「質疑なし」の声 ― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

 次に、討論を行います。討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声 ― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請 について、の 

 番号１番から番号４２番までの４２案件について、原案のとおり許可することに賛成の

委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第８、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請 について、の 

番号１番から番号４２番までの４２案件については、原案のとおり許可することに決定 

いたしました。 
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議長 

 日程第９、議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請について、を議題といたし

ます。 

 第１区の番号１番から番号４番の４案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、築館地区の 畑 １筆 ２６０㎡、所有権移転売買の１案件で、

申請地を購入し一般住宅及び駐車場を建築造成するものです。 

 農地区分は都市計画区域内の第１種住居地域内の農地で第３種農地、生活排水は公共下

水道接続による処理、雨水は自然浸透および既存側溝への排水であることを説明。 

 番号２番は、築館地区の 田 １筆 １，９８９㎡、所有権移転売買の１案件で、申請

地を購入し一般住宅及び駐車場を建築造成し、加えて賃貸用事務所および資材置場を建築

造成するものです。 

農地区分は周囲を宅地及び雑種地、原野によって分断された生産性の低い小集団農地と

なり第２種農地、生活排水は合併処理浄化槽による処理とし、雨水とあわせて北側の既存

道路側溝への排水であることを説明。 

 番号３番は、築館地区の 畑 ３筆 ３２５㎡、使用貸借権設定の１案件で、申請地を

借り一般住宅および駐車場を建築造成するものです。 

 農地区分は農地の広がりがあり第１種農地だが、転用目的が住宅建築であり集落に接続

して設置されるため不許可の例外規定に該当、生活排水は合併処理浄化槽により処理し、

雨水とあわせて西側道路側溝に排水であることを説明。 

 番号４番は、瀬峰地区の 田 １筆 １，７４７㎡、所有権移転売買の１案件で、申請

地を購入し太陽光発電設備を設置し売電収入を得るものです。 

農地区分は周囲を山林および宅地によって分断された生産性の低い小集団農地となり第

２種農地、雨水は自然浸透および既存道路側溝への排水であることを説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、氏家 優一 推進委員から報告願います。 

 

氏家 優一 推進委員 

      氏家です。それでは報告いたします。 

 番号１番は、現況は住宅街にある畑で現在は何も作付されておらず、一般住宅の建築を

しても周囲への影響はなく、許可にあたっては特に問題がないものと判断しました。 

 番号２番は、国道４号バイパス沿いの水田で現在は休耕状態、そこに説明のとおり一般

住宅および駐車場、賃貸用事務所の建築を行うもので、周囲に影響を与えることはなく、

許可にあたっては特に問題がないものと判断しました。 
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 番号３番は、宅地の他の畑に囲まれた土地で、隣接土地とはかなりの高低差がありコン

クリート壁で囲まれていました。周囲への影響を与えることはなく、許可にあたっては特

に問題がないものと判断しました。 

 番号４番は、水田に囲まれた農地でそこに太陽光発電設備を設置するもので、これによ

り周囲への影響を与えることはなく、許可にあたっては特に問題がないものと判断しまし

た。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声 ― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第２区の番号５番から番号１０番の６案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号５番は、若柳地区の 畑 ４筆 ９６６．４０㎡、申請地を購入し建売住宅

及び駐車場を建築造成するものです。 

 農地区分は、都市計画区域内の第２種中高層住居専用地域で第３種農地、排水は生活排水

を公共下水道接続による処理、雨水は自然浸透であることを説明。 

 番号６番は、金成地区の 田 ２筆 １，０９９㎡、畑 ２筆 １，１４５㎡、計 

２，２４４㎡、申請地を購入し資材置き場を造成するものです。 

 農地区分は、周囲を山林および宅地によって分断された生産性の低い第２種農地、雨水

は自然浸透および既存道路側溝への排水であることを説明。 

 番号７番は、金成地区の 田 １筆 １，２８３㎡、申請地を購入し事業用太陽光発電

設備を設置し売電収入を得るものです。 

 農地区分は、宅地および河川によって分断された生産性の低い第２種農地、雨水は自然

浸透であることを説明。 

 番号８番は、志波姫地区の 田 ２筆 ２，０５０㎡、 

番号９番は関連案件で、志波姫地区の 田 ２筆 ２，０３５㎡、 

ともに申請地を借りて隣接地で警察署建設業務に従事する作業員の仮設駐車場および現

場事務所を設置するため一時転用するものです。 

農地区分は、周囲を宅地等で分断された生産性の低い小集団農地となっており第２種 
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農地、仮設事務所の給水は専用引き込み敷設、排水は公共下水道接続による処理、雨水は

自然浸透および既存道路側溝への排水であることを説明。 

なお、本案件は、転用面積が計３，０００㎡を超えることから、来月開催の宮城県農業

会議常設審議委員会での審議案件となります。 

 番号１０番は、志波姫地区の 田 １筆 ３８１㎡のうち ２３５．６６㎡、申請地を借

りて携帯電話無線基地局設置のための作業ヤードとするため一時転用するものです。 

 農地区分は、農振農用地区域内の農地ですが、期間を限定しての一時転用であり不許可

の例外規定に該当となります。排水は、雨水を自然浸透および既存道路側溝への排水であ

ることを説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、佐々木 剛 推進委員 から報告願います。 

 

佐々木 剛 推進委員 

 去る１２月２０日に４名にて、書類審査及び現地確認を行いました。 

 番号５番から番号１０番の詳細はただ今事務局説明のとおりであり、現地確認の結果、

全ての案件で周辺への影響はないと考えられることから、許可にあたっては特に問題ない

ものと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声 ― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第３区の番号１１番の１案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第３区の番号１１番は、栗駒地区の 田 ４筆 ２，８７８㎡、畑 １筆 ２，４０７

㎡、計 ５，２８５㎡、申請地を購入し業務用の資材置き場を造成するものです。 

 農地区分は、周囲を山林、ため池、学校用地によって分断された生産性の低い第２種農

地、雨水は自然浸透および既存道路側溝への排水であることを説明。 
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 なお、申請地に隣接する学校用地を栗原市から購入しすでに登記完了している土地に、

自然エネルギー利用のバイオマス発電事業に伴う工場を建設中であり、令和５年３月まで

に１～８号棟を建設完了予定です。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、髙橋 茂 推進委員 から報告願います。 

 

髙橋 茂 推進委員 

 髙橋です。よろしくお願いします。１２月２０日に先の４名で書類審査及び現地確認を

行いましたので結果をご報告します。 

 番号１１番は、事務局説明のとおりですが、バイオマス発電に使うチップの原料となる

丸太置場を造成するということでした。現地はいわゆる段々田んぼであり生産性は低いも

のと見てまいりました。許可にあたっては問題ないものと判断しました。 

ただ、私の知る範囲では当該事業を行うにあたり現在の全体敷地面積は小さいという感じ

であり、今後さらに資材置き場の拡大も予想され、再度今回のような申請が出てくる可能

性もあるのではないかという思いで見てまいりました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声 ― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

 次に、討論を行います。討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声 ― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請についての番号１番から番号１１番ま

での１１案件について、原案のとおり許可することに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 
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議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第９、議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請についての番号 

１番から番号１１番までの１１案件は、原案のとおり許可することに決定いたしました。 

 なお、その旨、意見を附して宮城県知事に送付いたします。 

 

議長 

 それでは、会議開始から１時間が経過したので、午後２時４０分まで、休憩といたし 

ます。 

 

 （暫時休憩：午後２時３０分から２時４２分まで） 

 

議長 

 休憩中の会議を再開いたします。（午後２時４２分） 

 

議長 

 日程第１０、議案第３号 農用地利用集積計画について、を議題といたします。 

 農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、委員の議事参与の制限に該当する案

件がありますので、はじめに審議を行います。 

 第２区の番号３５番から番号３８番までの４案件、を審議いたします。 

 

 議席番号２番 佐藤 勝 委員は、農業委員会等に関する法律第３１条の規定による委員

の議事参与の制限に当たりますので、退席願います。 

 暫時休憩いたします。（午後２時４２分） 

（ ２番 佐藤 勝 委員 退席 ） 
 

議長 

 会議を再開します。（午後２時４２分） 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号３５番は、金成地区の 田 ４筆 ２，５４１㎡、所有権移転売買の１ 

案件、 

 番号３６番は、金成地区の 田 ３筆 ２，７８３㎡、 

番号３７番は、金成地区の 田 ６筆 ４，６６４㎡、 

番号３８番は、金成地区の 田 １筆 ３８６㎡、いずれも、新規賃貸借権設定の３ 

案件、 

以上、４案件を説明。 
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議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声 ― 

 

議長 

 質疑なしと認め、次に、討論を行います。 

討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声 ― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第３号 農用地利用集積計画についての、第２区の番号３５番から番号３８番まで

の４案件、について、原案を可とすることに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第１０、議案第３号 農用地利用集積計画についての、番号３５番から 

番号３８番までの４案件、については、原案を可とすることに決定いたしました。 

 なお、その旨、栗原市長に通知いたします。 

 

 農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、委員の議事参与の制限を解き、議席

番号２番 佐藤 勝 委員の入場を許可いたします。 

 暫時休憩いたします。（午後２時４４分） 

（ ２番 佐藤 勝 委員、着席 ） 
 

議長 

 会議を再開いたします。（午後２時４５分） 

 次に、第１区の番号１番から番号８番までの８案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、築館地区の 畑 １筆 １，５０７㎡、 

番号２番は、築館地区の 田 １筆 ３，０００㎡、いずれも、所有権移転売買の２ 

案件、 
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番号３番は、築館地区の 田 ５筆 １０，４３０㎡、新規賃貸借権設定の１案件、 

 番号４番は、高清水地区の 田 １筆 １，１９４㎡、 

番号５番は、高清水地区の 田 ２筆 ４，４２０㎡、いずれも所有権移転売買の２ 

案件、 

番号６番は、高清水地区の 田 ８筆 ２２，８０７㎡、 

番号７番は、瀬峰地区の 田 ３筆 ４，１７８㎡、 

番号８番は、瀬峰地区の 田 １筆 ６，３８７㎡、いずれも、新規賃貸借権設定の 

７案件、 

 以上、８案件を説明。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声 ― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 

議長 

 次に、第２区の番号９番から番号３４番までの２６案件、番号３９番から番号４６番ま

での８案件、合わせて３４案件について、審議いたします。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号９番は、若柳地区の 田 ２筆 １６４㎡、 

 番号１０番は、若柳地区の 田 ２筆 ２，０４５㎡、 

 番号１１番は、若柳地区の 田 １筆 ２，００３㎡、いずれも、所有権移転売買の 

３案件、 

 番号１２番は、若柳地区の 田 ２筆 １，８２８㎡、 

 番号１３番は、若柳地区の 田 ５筆 ３，２３０㎡、 

 番号１４番は、若柳地区の 田 １５筆 １４，７７９㎡、 

 番号１５番は、若柳地区の 田 １９筆 １３，９３９㎡、いずれも、新規賃貸借権 

設定の４案件、 

 番号１６番は、若柳地区の 田 ２０筆 １１，３６５㎡、畑 ５筆 １，４０４㎡、 

計 １２，７６９㎡、 

 番号１７番は、若柳地区の 田 ９筆 ８，８０１㎡、畑 １筆 ２４０㎡、計 

９，０４１㎡、 
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 番号１８番は、若柳地区の 田 ４１筆 ２６，０４９㎡、畑 ６筆 ２，５３５㎡、 

計 ２８，５８４㎡、 

 番号１９番は、若柳地区の 田 ４５筆 ２９，４２０㎡、畑 ３筆 １，２３８㎡、 

計 ３０，６５８㎡、 

 番号２０番は、若柳地区の 田 ４９筆 ３１，２２１㎡、畑 ６筆 １，８３６㎡、

計 ３３，０５７㎡、 

 番号２１番は、若柳地区の 田 ２３筆 １９，４６３㎡、 

 番号２２番は、若柳地区の 田 １７筆 ８，５７７㎡、 

 番号２３番は、若柳地区の 田 ４筆 ２，９１６㎡、畑 １筆 １５８㎡、計 

３，０７４㎡、 

 番号２４番は、若柳地区の 田 ４９筆 ２８，７５７㎡、畑 ２筆 ６６１㎡、計 

２９，４１８㎡、 

 番号２５番は、若柳地区の 田 １６筆 １０，７０７㎡、畑 １筆 ３０３㎡、計 

１１，０１０㎡、 

 番号２６番は、若柳地区の 田 ３６筆 １９，４７５㎡、畑 ３筆 ２，１４１㎡、 

計 ２１，６１６㎡、 

 番号２７番は、若柳地区の 田 ２７筆 １５，８９０㎡、畑 ２筆 ７７２㎡、計 

１６，６６２㎡、 

 番号２８番は、若柳地区の 田 ５筆 ３，４８７㎡、 

 番号２９番は、若柳地区の 田 ２６筆 １７，４１５㎡、畑 １筆 ６７３㎡、計 

１８，０８８㎡、 

 番号３０番は、若柳地区の 田 １４筆 ９，３５１㎡、畑 ２筆 ７８７㎡、計 

１０，１３８㎡、 

 番号３１番は、若柳地区の 田 １７筆 １１，５６８㎡、畑 ２筆 ７４９㎡、計 

１２，３１７㎡、 

 番号３２番は、若柳地区の 田 １９筆 ９，０６２㎡、 

 番号３３番は、若柳地区の 田 ２０筆 １３，２６８㎡、畑 ３筆 ８５３㎡、計 

１４，１２１㎡、 

 番号３４番は、若柳地区の 田 １０筆 ６，１４６㎡、畑 ３筆 ２７０㎡、計 

６，４１６㎡、いずれも、農地中間管理事業にかかる新規賃貸借権設定の１９案件、 

 番号３９番は、金成地区の 田 １０筆 ５，４９７．４９㎡、 

 番号４０番は、金成地区の 田 ６筆 ４，６３０㎡、 

 番号４１番は、金成地区の 田 １筆 ４８５㎡、 

 番号４２番は、金成地区の 田 ７筆 ２，７３８㎡、 

 番号４３番は、金成地区および栗駒地区の 田 １５筆 １４，０５８㎡、いずれも、 

新規賃貸借権設定の５案件、 

 番号４４番は、志波姫地区の 田 １３筆 １２，４９４㎡、所有権移転売買の１案件 

 番号４５番は、志波姫地区の 田 ６筆 １１，０８４㎡、 
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 番号４６番は、志波姫地区の 田 １０筆 １０，６９９㎡、いずれも、新規賃貸借権

設定の２案件、 

 以上、３４案件を説明。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声 ― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 

議長 

次に、第３区の番号４７番から番号５０番までの４案件について、審議いたします。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第３区の番号４７番は、栗駒地区の 田 １筆 ２，９７２㎡、 

 番号４８番は、鶯沢地区の 田 ３筆 ４，９４３㎡、 

 番号４９番は、鶯沢地区の 田 ４筆 ８，６１３㎡、 

 番号５０番は、鶯沢地区の 田 ２筆 ４，５５７㎡、いずれも、新規賃貸借権設定の

４案件、 

以上、４案件を説明。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声 ― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

次に、討論を行います。 

討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声 ― 
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議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 日程第１０、議案第３号 農用地利用集積計画についての、 

第１区の番号１番から番号８番までの８案件、 

第２区の番号９番から番号３４番までの２６案件、番号３９番から番号４６番までの 

４案件、合わせて３４案件、 

第３区の番号４７番から番号５０番までの４案件、 

合計４６案件について、原案を可とすることに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 

 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第１０、議案第３号 農用地利用集積計画についての、 

第１区の番号１番から番号８番までの８案件、 

第２区の番号９番から番号３４番までの２６案件、番号３９番から番号４６番までの 

４案件、合わせて３４案件、 

第３区の番号４７番から番号５０番までの４案件、 

合計４６案件については、原案を可とすることに決定いたしました。 

 なお、その旨、栗原市長に通知いたします。 

 

議長 

 日程第１１、議案第４号 非農地証明願について、を議題といたします。 

 はじめに、第１区の番号１番から番号３番の３案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、高清水地区の 畑 ２筆 ５９８㎡、昭和５４年頃に転用された

ものと思われ所有者の転居により管理できなくなり山林化し現在に至り、今後農地への復

元が困難であることから、非農地の証明を願い出た旨の１案件、 

 番号２番は、瀬峰地区の 田 １筆 １４３㎡、先代が昭和５０年頃から自宅進入路と

して使用し現在に至り、今後農地への復元が困難であることから、非農地の証明を願い出

た旨の１案件、 

 番号３番は関連案件で、瀬峰地区の 田 １筆 １，５１０㎡、平成５年頃に転用し居

宅の一部及び庭として使用し現在に至り、今後農地への復元が困難であることから、非農

地の証明を願い出た旨の１案件、 

 以上、３案件を説明。 
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議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、議席番号１１番 三浦 正勝 委員 から報告願います。 

 

三浦 正勝 委員 

 １１番三浦です。非農地証明願について、１２月１９日にさきの４名で書類確認及び現

地確認を行いました。 

 番号１番は、青森へ転居し４０年近く経過しており、現地は山林化しており、今後農地

への復元は困難であります。 

 番号２番と番号３番は、平成５年頃から進入路、庭として使用されており、今後農地へ

の復元は困難であります。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声 ― 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第２区の番号４番の１案件、について審議いたします。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号４番は、志波姫地区の 畑 ３筆 １，５９８㎡、先代が昭和４０年頃か

ら自動車工場として使用させており、今後農地への復元が困難であることから、非農地の

証明を願い出た旨の１案件、 

 以上、１案件を説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、議席番号２番 佐藤 勝 委員 から報告願います。 

 

佐藤 勝 委員 

 ２番の佐藤です。１２月２０日にさきの４名で書類確認及び現地確認を行いました。 

 番号４番は、昭和４０年頃から使用させており、今後農地への復元は困難であります。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 
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議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声 ― 

議長 

 質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号５番から番号７番の３案件、を審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第３区の番号５番は、栗駒地区の 田 １筆 １，３０６㎡、平成１０年頃から労力不

足により耕作できなくなり山林化が進み現在に至り、今後農地への復元が困難であること

から、非農地の証明を願い出た旨の１案件、 

 番号６番は、栗駒地区の 畑 １筆 １０６㎡、昭和５５年頃から先代が宅地の庭の一

部として使用し現在に至り、今後農地への復元が困難であることから、非農地の証明を願

い出た旨の１案件、 

 番号７番は、鶯沢地区の 畑 １筆 １，３０５㎡、昭和４７年頃から労力不足により

耕作できなくなり山林化が進み現在に至り、今後農地への復元が困難であることから、非

農地の証明を願い出た旨の１案件、 

以上、３案件を説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、髙橋 茂 推進委員 から報告願います。 

 

髙橋 茂 推進委員 

 去る１２月２０日に、さきの４名にて書類確認及び現地確認を行いました。 

 番号５番から番号７番は、事務局説明のとおりであり、いずれの案件も今後農地への復

旧は困難であると判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 
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  ―「質疑なし」の声 ― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

 次に、討論を行います。討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声 ― 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第４号、非農地証明願についての、番号１番から番号７番までの７案件について、

原案のとおり承認することに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 

 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第１１、議案第４号 非農地証明願の、番号１番から番号７番までの７ 

案件については、原案のとおり承認することに決定いたしました。 

 

議長 

 日程第１２、議案第５号 農地利用状況調査に伴う非農地の判断について、を議題とい

たします。 

 それでは、番号１番から番号１２７番までの１２７案件について、議案の朗読を省略

し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 それでは議案を説明します。 

 番号１番は、築館地区の 田 ２，３７６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号２番は、築館地区の 田 ４９３㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号３番は、築館地区の 田 １１４㎡、地目は、登記現況とも田、 

番号４番は、築館地区の 田 ７２㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号５番は、築館地区の 田 ８９６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号６番は、築館地区の 田 １，２５６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号７番は、築館地区の 田 ３２８㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号８番は、築館地区の 田 ３７㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号９番は、築館地区の 田 ２０７㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１０番は、築館地区の 田 ４６１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１１番は、築館地区の 畑 １５７㎡、地目は、登記現況とも畑、 
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 番号１２番は、築館地区の 田 ３７６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１３番は、築館地区の 田 １，１５０㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１４番は、栗駒地区の 田 ２０４㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１５番は、栗駒地区の 田 ４４６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１６番は、一迫地区の 田 １，０３１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１７番は、一迫地区の 田 ５１６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１８番は、一迫地区の 田 ３１１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１９番は、一迫地区の 田 ６，４４６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号２０番は、一迫地区の 田 １，６１５㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号２１番は、一迫地区の 田 １，５２６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号２２番は、一迫地区の 田 １，６３３㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号２３番は、一迫地区の 田 １，０４３㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号２４番は、一迫地区の 田 ３，９３７㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号２５番は、一迫地区の 田 ４，７５５㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号２６番は、一迫地区の 田 ８３７㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号２７番は、一迫地区の 田 ２９６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号２８番は、一迫地区の 田 ８，２７４㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号２９番は、一迫地区の 田 ３，４４３㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号３０番は、一迫地区の 田 １，８４４㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号３１番は、一迫地区の 田 ９５４㎡、地目は、登記現況とも田、 

番号３２番は、一迫地区の 田 ４，７１０㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号３３番は、一迫地区の 田 ２８５㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号３４番は、一迫地区の 田 ６，８８１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号３５番は、一迫地区の 田 ４，６４４㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号３６番は、一迫地区の 畑 ９７５㎡、地目は、登記現況とも畑、 

 番号３７番は、一迫地区の 田 ２９８㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号３８番は、一迫地区の 田 ３，２４５㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号３９番は、一迫地区の 田 ７０１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号４０番は、一迫地区の 田 ８８１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号４１番は、一迫地区の 田 ２，１８６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号４２番は、一迫地区の 田 ５１８㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号４３番は、一迫地区の 田 ３３３㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号４４番は、一迫地区の 田 ４１０㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号４５番は、一迫地区の 田 ４２９㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号４６番は、一迫地区の 田 ２２１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号４７番は、一迫地区の 田 ３７３㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号４８番は、一迫地区の 田 ６４０㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号４９番は、一迫地区の 畑 ５４２㎡、地目は、登記現況とも畑、 
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 番号５０番は、一迫地区の 田 ３，１１５㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号５１番は、一迫地区の 田 ５，９７３㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号５２番は、一迫地区の 田 ８２１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号５３番は、一迫地区の 田 ９７１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号５４番は、一迫地区の 畑 ７４７㎡、地目は、登記現況とも畑、 

 番号５５番は、一迫地区の 田 ４１３㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号５６番は、一迫地区の 田 ２，４８８㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号５７番は、一迫地区の 田 ２，５５３㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号５８番は、一迫地区の 畑 ９４０㎡、地目は、登記現況とも畑、 

 番号５９番は、一迫地区の 田 ６６４㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号６０番は、一迫地区の 田 ８７㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号６１番は、一迫地区の 田 ６０２㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号６２番は、一迫地区の 田 １０１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号６３番は、一迫地区の 田 ６，１８３㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号６４番は、一迫地区の 田 ７５９㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号６５番は、一迫地区の 田 ２２５㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号６６番は、一迫地区の 田 ８５８㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号６７番は、一迫地区の 田 １８０㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号６８番は、一迫地区の 田 ３，７１３㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号６９番は、一迫地区の 田 ５０８㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号７０番は、一迫地区の 田 １，６２９㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号７１番は、一迫地区の 田 １，５４２㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号７２番は、一迫地区の 田 ２，３５０㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号７３番は、一迫地区の 田 １，７５２㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号７４番は、一迫地区の 田 ５６６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号７５番は、一迫地区の 田 １，１７９㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号７６番は、一迫地区の 田 ２５８㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号７７番は、一迫地区の 田 ４５６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号７８番は、一迫地区の 田 ８７１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号７９番は、一迫地区の 田 ２，０７３㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号８０番は、一迫地区の 田 １，３１２㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号８１番は、一迫地区の 田 １，４６２㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号８２番は、一迫地区の 田 ３，７０２㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号８３番は、一迫地区の 田 ２８９㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号８４番は、一迫地区の 田 ９５４㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号８５番は、一迫地区の 田 ９，１７７㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号８６番は、一迫地区の 田 １，５７５㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号８７番は、一迫地区の 田 ２，２６１㎡、地目は、登記現況とも田、 
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 番号８８番は、一迫地区の 田 ８２９㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号８９番は、一迫地区の 田 ７５０㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号９０番は、一迫地区の 田 ８５７㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号９１番は、一迫地区の 田 ３１６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号９２番は、一迫地区の 田 １，１３５㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号９３番は、一迫地区の 田 ２，０３３㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号９４番は、一迫地区の 田 １，５３１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号９５番は、一迫地区の 田 ４９２㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号９６番は、一迫地区の 田 ４４８㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号９７番は、一迫地区の 田 １，６７６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号９８番は、一迫地区の 田 ２，６９１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号９９番は、一迫地区の 田 ４６８㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１００番は、一迫地区の 田 ２９７㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１０１番は、一迫地区の 田 １，７１２㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１０２番は、一迫地区の 田 １，７１３㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１０３番は、一迫地区の 田 １，０１１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１０４番は、一迫地区の 田 １，２４５㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１０５番は、一迫地区の 田 １，８７４㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１０６番は、一迫地区の 田 １，３７３㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１０７番は、一迫地区の 田 ２，６４０㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１０８番は、一迫地区の 田 ２，４２６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１０９番は、一迫地区の 田 ３８１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１１０番は、一迫地区の 田 ６１９㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１１１番は、一迫地区の 田 ８０４㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１１２番は、一迫地区の 田 １，２２２㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１１３番は、一迫地区の 田 １，１８３㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１１４番は、一迫地区の 田 ８１０㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１１５番は、一迫地区の 田 ７２６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１１６番は、一迫地区の 田 ２９８㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１１７番は、一迫地区の 田 ３７９㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１１８番は、一迫地区の 田 ４１５㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１１９番は、一迫地区の 田 ４６５㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１２０番は、一迫地区の 田 ５７４㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１２１番は、一迫地区の 田 １１８㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１２２番は、一迫地区の 田 ５５８㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１２３番は、金成地区の 田 １４５㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１２４番は、金成地区の 田 ２０㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１２５番は、花山地区の 田 ２，０７９㎡、地目は、登記現況とも田、 
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 番号１２６番は、花山地区の 田 １，２１９㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１２７番は、花山地区の 田 ６５５㎡、地目は、登記現況とも田、 

 以上、１２７案件を説明。なお、今年度の非農地判断は今回をもって全件終了となる 

旨を説明。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声 ― 

 

議長 

 質疑なしと認め、次に、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声 ― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第５号 農地利用状況調査に伴う非農地の判断について、原案のとおり決定する 

ことに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 
 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第１２、議案第５号 農地利用状況調査に伴う非農地の判断については、

原案のとおり決定いたしました。 

 

議長 

 日程第１３、議案第６号 農業振興地域整備計画の変更について、を議題といたしま

す。 

 第２区の番号１番の１案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 今回ご審議いただく内容は、令和４年１２月５日付けで栗原市長から当委員会に諮問さ

れた１案件です。 
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 農用地利用計画の今回の変更面積につきましては、用途変更で３９．８９アールの農地

面積減少となります。 

それでは個別の内容について説明します。 

第１区の番号１番は、金成地区の用途変更案件で、田 ４筆 ３，９８９㎡、農業法人

事業において経営規模拡大のため、隣接する農地を農業用施設用地として利用するため用

途変更し、玄米の保管倉庫と精米設備の増設を行うものです。 

 １１１ページには栗原市における各項目の調整結果で、農地法以外の土地利用規制等に

ついては問題ない旨確認しており、今回の諮問におきましては、他法令との調整がなされ

た実現可能かつ具体的な転用計画があるか、について意見を求められております。 

以上、１案件を説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、議席番号２番 佐藤 勝 委員から報告願います。 

 

佐藤 勝 委員 

 ２番の佐藤です。さきの４名で１２月２０日に書類審査並びに現地確認調査を実施しま

した。 

 現地は転作田で野菜を作付けされている状況で、優良農地としての広がりはあるものの 

農業用施設への用途変更であり、周辺農地への影響は特にないものと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声 ― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

 次に、討論を行います。討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声 ― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第６号 農業振興地域整備計画の変更については、「問題なし」と意見を附し、栗原
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市長に通知することに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 

 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第１３、議案第６号 農業振興地域整備計画の変更については、「問題 

なし」と意見を附し、栗原市長に通知することに決定いたしました。 

 

議長 

 以上をもちまして、本日の会議案件は全て議了いたしました。 

 これで、令和４年 第１２回 栗原市農業委員会総会を閉会いたします。 

 ご起立願います。ご苦労様でした。 

 

  ＜ 午後３時１５分 閉会 ＞ 
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